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事務事業名 教育活動支援事業 事業番号 038-037

担当部署名 教育委員会事務 学校教育 生徒指導・学校指導

令和３年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和2年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

4

事業の概要

 -

Ⅰ．基本情報

有 取組 総合的な学力の育成

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ③健やかな心身の育成

ゴール⑷質の高い教育をみんなに ターゲット

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値

有

―

4.1

―

施策3.将来に希望が持てる子育て・教育 ～Children's future～ (2) 子どもの可能性を伸ばし未来を切り拓く力を育む教育の推進

実施根拠
 ■教育基本法

（根拠法令、条例等）

指標名 ―

2 関連計画 堺市教育大綱、第3期未来をつくる堺教育プラン

事業開始年度 　 ─

無 現状値 ― 目標値 ―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

 ■本庁

点検年度 令和 7 年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

 ■市立学校園の幼児児童生徒(6.5万人)

公民連携・協働事業  -

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

 ■子どもを取り巻く生活環境や社会環境の変化に伴い、生きることの大切さや自己の豊かな生き方を描くことが

　　難しくなってきているなか、各学校行事における目標達成をめざして互いに団結力を高め、良好な集団づくりを

　　通して、子どもの自尊感情や規範意識を醸成し、豊かな心を育成するための学校教育活動を支援することを

　　目的とする。

 ■小・中学校連合音楽会は、伝統的な行事であり、堺市立の全小学校、全中学校が参加している。

　　平素の音楽活動で身に付けた表現力を発表するとともに、音楽を鑑賞することを通して、児童の音楽性、

　　表現力、感性を培い、豊かな情操を養うこと、また連合音楽会に参加することで、全市児童、生徒が校区

　　を超えてお互いの親睦を図るとともに、音楽鑑賞時のマナーを学ぶことを目的とする。

 ■小学校連合運動会

　　堺市の6年生が一堂に会し、平素学習した技を競い、あるいは演技を共に行い、お互いの親睦を図るとともに、

　　競技・演技を通して、自尊感情を培い、良き観衆としてのマナーを身につけることを目的とする。

5

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

 ■小中学校連合音楽会、小学校連合運動会の開催⇒令和２年度は中止

　 ・児童生徒が参加する全市的な音楽会、運動会を開催する。

 ■学校園行事に対する支援

　 ・学校園で様々な教育活動を通じて、情操、想像力、社会性を養う。

主な支出先（委託・補助金・負担金等）  ■堺市初等教育研究会、堺市立中学校教育研究会、堺市立小学校体育連合会

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

事業の成果や活動実績の測定

11

定性的な成果目標 単位
実績 目標 目標

連合運動会の開催 ％

目標値 76 77

当該目標を設定した理由 児童生徒に対して校区を越えた学習発表の場を提供することが、全市的な教育活動の充実につながるため。

令和元年度 令和2年度 令和3年度

連合運動会の開催 校

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和7年度 

点検年度

目標に対する実績 全小学校数

実績値

達成率

実績値 92 中止

達成率 100% 中止

当該指標を選定した理由 児童生徒に対して校区を越えた学習発表の場を提供することが、全市的な教育活動の充実につながるため。

目標値の設定根拠・算出方法 全小学校数

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 92 中止 92



（ ）
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事務事業名 教育活動支援事業 事業番号 038-037

令和3年度　事務事業評価シート（２）

13

項　　　目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

Ⅲ．投入量
事業コスト （単位：千円）

事業費  (a)

市債

決算 決算 予算 決算 予算

財

源

内

訳

国支出金 4,000

25,872 6,696 9,990 6,116 3,088

1,332

府支出金　

受益者負担金(使用料、手数料等）　

子ども教育ゆめ基金繰入金 4,727 4,718 6,821その他

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 29,972 10,746 14,090 10,216 7,188

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 17,145 1,978 3,169 4,784 3,088

人件費  （ｂ） 4,100 4,050 4,100 4,100 4,100

16

事

業

費

内

訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

110

R2 決算 0 0

R3 予算 300 300 R3 予算

R2 決算 3,304 3,304

行事関係使用料
R2 決算 1,446 577

フィルム映写業務委託料等
R2 決算

事業費

110

R3 予算 1,622 1,622 R3 予算 110

読書感想文コンクール等印刷製本

費

R2 決算 617 617
読書感想文コンクール等消耗品費

R2 決算

教職員の出張にかかる使用料

R3 予算 750 750 R3 予算

R3 予算 0 0 R3 予算

堺市立学校修学旅行の延期等経

費補助金

R2 決算 463 0 小学校連合音楽会開催業務

中学校連合音楽会開催業務

決算

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等）

体験学習保険料
R2 決算 146 146

小学校連合運動会開催業務
R2 決算

① 連合運動会参加校数 校

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費

17

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19
 ■各学校の計画をもとに行事関係使用料を執行し、学校行事について支援することができたことで、豊かな心の育成や総合的な学力の向上に寄与

する。

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18

 ■校外学習・修学旅行・宿泊学習等学校行事の実施に必要な引率教職員及び介助員に係る各施設の入場料、入館料、拝観料の

    費用について、令和2年度のコロナ化においても各学校が計画を立てて、行事関係使用料を執行し、学校行事について支援することが

　  できた。また、令和２年度修学旅行ついては、行先等を変更する際、訪問施設の入館料等が変更前より増額となる場合があったが、

　　追加配当を行った。

予算

0 0

0 0

英語暗唱大会報償費
51 51

30 30

45 45

R2

210 210 R3 予算 0 0

単位区　　分 令和元年度

92

2,721

29,576

令和2年度

中止

R3

0 0

うち

一般財源

110


